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第613号

と　き

　

毎
年
恒
例
の
『
市
緑
化
祭
り
』

が
「
み
ど
り
の
日
」
の
四
月
二
十

九
日（
土
）午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で「
か
に
が
沢
公
園
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
る
こ

の
祭
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
緑

へ
の
関
心
を
高
め
、
緑
豊
か
な
住

み
良
い
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、
市
と
緑
化
祭
り
推
進

協
議
会
の
主
催
で
開
か
れ
る
も
の

で
す
。
会
場
と
な
る
「
か
に
が
沢

公
園
」
は
、
街
な
か
の
公
園
と
し

て
、
日
ご
ろ
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
所
で
す
。

　

当
日
は
、
植
木
市
、
盆
栽
・
生

け
花
の
実
演
の
ほ
か
、
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
環

境
問
題
普
及
啓
発
コ
ー
ナ
ー
な

※催し物の内容・時間については、都合により変更になる場合があります。

内　　　　　　容催　し　物

オープニングセレモニー（午前９時３０分～）緑 化 祭 り
記 念 式 典

かにが沢公園付近の散策（午前１０時３０分から全
行程２時間程度・受付は午前１０時１０分から）自然観察会

植木のせん定、草花の育て方などの相談緑 の 相 談
コ ー ナ ー

環境保全課や資源対策課、下水道管理課などに
よる環境問題への取り組みについての展示など

環境問題普及
啓発コーナー

盆栽の仕立て方の実演や指導盆栽仕立て
実演コーナー

草花・植木市、野菜市、ひまわり市など販売コーナー

各種用品バザーバ ザ ー
コ ー ナ ー

弁当、うどん、飲み物など模 擬 店
コ ー ナ ー

中学校吹奏楽部演奏、マーチングバンド演奏、
一輪車演技など

ア ト ラ ク
シ ョ ン

ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
草
花
の
販
売
で
の
売
り
上
げ

は
、
緑
地
保
全
基
金
へ
募
金
さ
れ

ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
中
、
緑
ま

ば
ゆ
い「
か
に
が
沢
公
園
」で
、
春

の
一
日
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

な
お
、
駐
車
場
の
収
容
台
数
に

限
り
が
あ
る
た
め
、
会
場
へ
お
越

し
の
際
は
、
電
車
、
バ
ス
な
ど
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　

公
園
緑
地
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
１

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

４
月　

日（
土
）

２９

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時

３０

か
に
が
沢
公
園

かにが沢公園案内図

相武台前駅�

谷戸山公園�

市立図書館� 文化会館・市役所�

小
田
急
線
�

至小田原�

来
場
者
駐
車
場�

（
座
間
中
学
校
）�

緑
化
祭
り
会
場�

（
か
に
が
沢
公
園
）�

来場者駐車場�
（臨時駐車場）�

（市総合福祉センター
建　　　設　　　中）�

至新宿�

ところ

植木市や模擬店など楽しい催しをたくさん用意しています。

第19回市
緑
化
祭
り

市
緑
化
祭
り
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西中学校�

座間高校�

東中学校�

南中学校�

西出張所�

南出張所�

市民球場�

東出張所�

北出張所�

座間小学校�

相模野小学校�

相模が丘小学校�

相武台東小学校�

県立座間谷戸山公園�

相模中学校�

旭小学校�

富士山公園�
ひまわり公園�

芹沢公園�

栗原高校�

市民体育館�

かにが沢公園�

ひばりが丘高校�

ひばりが丘小学校�

消防署東分署�

消防署北分署�

消防本部・消防署�
座間中学校�

相武台前駅�

座間駅�

市役所�

入谷小学校�

中原小学校�

東原小学校�

立野台小学校�
栗原中学校�

栗原小学校�座間警察署�

　

今
回
、
供
用
開
始
と
な
っ
た
の

は
、
座
間
一
・
二
丁
目
、
入
谷
一
・

四
丁
目
、
相
武
台
一
丁
目
、
相
模

が
丘
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六

丁
目
、
小
松
原
一
・
二
丁
目
、
ひ

ば
り
が
丘
二
・
五
丁
目
、
緑
ケ
丘

二
丁
目
、
栗
原
中
央
一
丁
目
、
栗

原
、
南
栗
原
一
丁
目
、
東
原
二
丁

目
の
各
一
部
地
域
で
合
計
六
七
・

三
三
�
で
す
。（
左
地
図
参
照
）

　

供
用
開
始
は
平
成
十
二
年
四
月

一
日
。
こ
れ
に
よ
り
整
備
済
面
積

は
、
九
八
八
・
九
一
�
と
な
り
、

公
共
下
水
道
事
業
認
可
面
積
一
二

五
二
・
六
四
�
に
対
す
る
整
備
率

は
、七
八
・
九
五
�
と
な
り
ま
し
た
。

た
本
市
の
下
水
道

施
設
の
建
設
に

は
、
こ
れ
ま
で
に

約
四
百
四
十
四
億

円
（
市
民
一
人
当

た
り
約
三
十
五
万

円
）
と
い
う
巨
費

が
投
じ
ら
れ
て
い

ま
す
（
右
下
表
参

照
）。下
水
道
の 
管 かん

 
渠 
布
設
費
用
は
、

き
ょ一

�
当
た
り
推
進

工
法
で
二
十
一
万

円
、
開
削
工
法
で

八
万
四
千
円
掛
か

り
ま
す
。
生
活
環

境
の
向
上
や
河
川

な
ど
の
水
を
き
れ

い
に
よ
み
が
え
ら

せ
る
た
め
に
も
、

ま
だ
接
続
し
て
い

な
い
世
帯
の
一
日

も
早
い
工
事
着
手

が
望
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
区
域
の

方
は
、
下
水
道
法

に
よ
り
三
年
以
内

　

市
で
は
、
下
水
道
の
役
割
や
重

要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
親

し
み
や
す
い
下
水
道
を
目
指
し

て
、
座
間
市
下
水
道
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

四
月
二
十
日（
木
）

〜
五
月
二
十
日（
土
）

○
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
小
・

中
学
生

○
作　

品　

画
用
紙
Ｂ
判
に
図
案

（
未
発
表
作
品
に
限
る
）
を
描

き
、裏
面
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
、

○と　き　５月４日（木）、５日
（金）午前１０時～午後４時
○ところ　相模川グラウンド
○内　容　大凧の掲揚、初節句だ
こプレゼント、大凧グッズの販
売、わんぱく相撲「座間場所」、
フリーマーケット、地元芸能・
文化団体による演技の披露など
担当　　産業課�０４６（２５２）７６０４

�０４６（２５５）３５５０　

　

現
在
、
本
市
で
初
め
て
の
再
開

発
と
な
る
「
相
武
台
前
駅
南
口
二

丁
目
地
区
優
良
建
築
物
等
整
備
事

業
」が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、

十
二
月
に
は
再
開
発
ビ
ル
が
竣
工

す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
事
業
を
起
爆
剤

に
、
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
平
成
九
年
に
そ
れ
ま
で

の
調
査
の
分
析
と
今
後
の
課
題
な

　

公
共
下
水
道
は
、
河
川
な
ど
の
水
質
を
保
全
し
、
周
辺
環
境

の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
皆
さ

ん
に
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
共
下

水
道
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
た
に
供

用
開
始
と
な
っ
た
区
域
や
、
接
続
に
あ
た
っ
て
利
用
で
き
る
各

種
助
成
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

新
た
な
供
用
開
始
区
域
は

に
便
所
や
台
所
な
ど
の
排
水
を
直

接
、
公
共
下
水
道
に
流
し
込
む
た

め
の
排
水
設
備
工
事
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
工
事
は
自

費
施
工
で
、
市
が
指
定
し
た
工
事

店
で
な
い
と
施
工
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
排
水
設
備
の
促
進
や

水
洗
便
所
の
普
及
を
図
る
た
め
、

助
成
制
度
と
工
事
費
の
融
資
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
い

ず
れ
の
制
度
も
公
共
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
三
年

以
内
に
工
事
を
す
る
方
で
す
。

《
助
成
制
度
》

◆
く
み
取
り
便
所
の
改
造
工
事
＝

く
み
取
り
口
一
カ
所
に
つ
き
一

万
円

◆
私
道
に
家
屋
が
二
戸
以
上
あ

り
、
か
つ
三
宅
地
以
上
で
排
水

設
備
を
設
置
す
る
工
事
＝
工
事

費
の
三
分
の
二
以
内
の
額

《
融
資
制
度
》

◆
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め

の
排
水
設
備
工
事
費
＝
限
度
額

五
十
万
円
（
無
利
子
、
三
十
六

回
以
内
の
元
金
均
等
償
還
）

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課
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０
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公共下水道整備状況図
平成１２年４月１日供用開始区域

整備済区域

※概要を示していますので、詳しくは
担当にお問い合わせください。

作
成
理
由
、
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
○
提
出
先　

市
内
の
学
校
在
学
者

は
学
校
に
提
出
し
、
市
外
の
学

校
在
学
者
は
直
接
ま
た
は
郵
送

で
〒
２
２
８
│
８
５
６
６
市
役

所
下
水
道
管
理
課
へ
提
出

○
入
賞
作
品　

最
優
秀
賞
一
点
、

優
秀
賞
二
点
を
決
定
し
、
賞
状

お
よ
び
副
賞
を
贈
呈
。
ま
た
、

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈

○
発　

表　

七
月
ご
ろ
広
報
ざ
ま

に
て
発
表

○
作
品
の
取
り
扱
い　

入
賞
作
品

は
市
の
所
有
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
公
共
下
水
道
工
事
現
場
の

看
板
や
窓
口
閲
覧
シ
ス
テ
ム
上

の
ロ
ゴ
な
ど
に
使
用
。
な
お
、

応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課

�
０
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本
市
の
伝
統
行
事

大
凧（
だ
こ
）ま
つ
り

凧
文
字
は『
昇
龍
』に
決
ま
る

し
ょ
う 
り
ゅ
う

ど
を
検
討
し
ま
し
た
。
平
成
十
年

に
は
、
現
状
の
土
地
利
用
な
ど
を

前
述
の
優
良
再
開
発
の
完
成
を
機

に
、
市
で
は
地
域
住
民
の
方
と
一

緒
に
、
自
分
た
ち
で
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
習
会
、

座
談
会
な
ど
皆
さ
ん
が
広
く
参
加

で
き
、
住
民
が
主
体
に
な
っ
て
自

ら
が
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
案
内
や
募
集
な
ど

は
、
広
報
ざ
ま
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　

都
市
計
画
課

�
０
４
６（
２
５
２
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２
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会
を
開
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
景
気
の
低
迷

な
ど
が
影
響
し
て
合
意
形

成
に
至
ら
ず
、
足
踏
み
状

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
回
復
の
き

ざ
し
が
報
道
さ
れ
始
め
た

こ
と
や
、
地
元
の
方
々
に

も
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
が

高
ま
り
始
め
た
こ
と
で
、

把
握
し
な
が
ら
、
地
元
の
方
に
街

の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
に
つ
い
て
ご

意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
市
が
検
討
し

た
再
開
発
構
想
に
つ
い
て
、
説
明

相
武
台
前
駅
南
口

周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

下
水
道
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
マ
ス
コ
ッ
ト
）募
集

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
！

３３２億７７８５万６０００円昭和４７年～平成７年度まで

３６億７７２５万００００円平成８年度

３０億０１６７万００００円平成９年度

２１億５８６３万５０００円平成１０年度

２３億２２１９万００００円平成１１年度（見込額）

４４４億３７６０万１０００円合　　計

２４億９４３２万４０００円平成１２年度（予算額）

 管  渠 建設費の推移
かん きょ

工
事
は
必
ず

指
定
工
事
店
で

施
設
建
設
に
は
巨
費
が
…

　

昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ

助
成
・
融
資
制
度
の
ご
利
用
を

広
が
る
公
共
下
水
道

早
期
接
続
に
ご
協
力
を
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１.びん、ペットボトルのキャップははずし、プラスチックは「燃えるごみ」、アルミは「燃
えないごみ」に出してください。

２.資源物とごみは、収集日の日の出から朝８時３０分までにごみ集積所に出してください。

処分場が満杯です。ごみの減量化・資源化にご協力を！

生活排水し　尿かん・びん・
ペットボトル燃えるごみ

５月１日（月）

５月２日（火）

５月５日（金）

５月６日（土）

※４月２９日（土）および
５月３日（水）から
５月４日（木）まで
収集は、お休みします。

５月１日（月）

５月２日（火）

※５月３日（水）から
５月５日（金）まで
収集は、お休みします。

５月２日（火）
５月１日（月）

５月５日（金）

※５月３日（水）の
収集は、お休みします。

月
・
水
・
金 
収
集
地
区

座間・明王・四ツ谷
新田宿・入谷
（東建座間ハイツ、
東建ニューハイツ、
クレスト座間は
資源物木曜日
収集地区です。）

５月４日（木）

立野台・相武台・緑ケ丘
栗原・西栗原・南栗原
栗原中央・さがみ野
東建座間ハイツ
東建ニューハイツ
クレスト座間

〔５月１０日（水）〕
※５月３日（水）の
収集は、お休みします。

５月２日（火）

５月６日（土）

※４月２９日（土）および
５月４日（木）の
収集は、お休みします。

火
・
木
・
土 
収
集
地
区

相模が丘

広野台

５月５日（金）

東原
小松原
ひばりが丘
日産座間寮
日産栗原寮

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

は
、
退
職
金
制
度
を
持
つ
こ
と
が

困
難
な
中
小
企
業
が
、
国
の
援
助

で
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な
退
職
金

を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
国

の
制
度
で
す
。

　

従
業
員
に
と
っ
て
退
職
金
は
、

退
職
後
の
生
活
を
支
え
て
い
く
た

め
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
退
職
金
制
度
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
企
業
に

と
っ
て
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、

定
着
を
促
す
と
と
も
に
従
業
員
か

ら
の
信
頼
感
を
高
め
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
パ
ー
ト
従
業
員

の
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
通
常
の
掛
け
金
は
五
千
円
か

ら
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
パ
ー
ト

従
業
員
は
二
千
円
か
ら
加
入
で
き

ま
す
。
パ
ー
ト
従
業
員
の
方
も
、

ぜ
ひ
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

○
国
の
制
度
で
す
の
で
安
全
、
確

実
、
有
利
で
す
。

○
掛
け
金
を
納
め
る
だ
け
で
退
職

金
制
度
を
手
軽
に
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
本
市

と
姉
妹
都
市
米
国
ス
マ
ー
ナ
市
と

の
友
好
を
促
進
し
、
国
際
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
視
野
を
広
げ
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
ふ
さ
わ

し
い
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め

に
、
中
・
高
校
生
に
よ
る
派
遣
団

を
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
方
の
積
極
的
な
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ

ネ
シ
ー
州
ス
マ
ー
ナ
市

○
活
動
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

よ
る
異
文
化
体
験
な
ど

○
派
遣
時
期　

八
月
中
の
約
二
週

間
○
対　

象　

中
・
高
校
生

○
定　

員　

十
五
人

○
応
募
資
格　

①
平
成
十
二
年
四

月
一
日
現
在
、
市
内
在
住
の
方

②
国
際
交
流
に
興
味
が
あ
り
、

積
極
的
に
行
動
が
で
き
る
健
康

な
方
③
座
間
市
の
代
表
と
し
て

の
自
覚
を
持
っ
て
参
加
し
、
協

調
性
に
富
み
、
計
画
に
従
っ
て

規
律
あ
る
団
体
行
動
お
よ
び
生

活
が
で
き
る
方
④
保
護
者
の
同

意
の
あ
る
方
⑤
過
去
に
本
事
業

で
姉
妹
都
市
へ
渡
航
し
た
こ
と

が
な
い
方
⑥
研
修
な
ど
の
全
日

程
に
参
加
可
能
な
方

○
費　

用　

一
人
十
万
円
（
そ
の

　

市
で
は
、
十
月
に
実
施
さ
れ
る

国
勢
調
査
に
調
査
員
と
し
て
従
事

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
募
集
人
員　

約
九
百
五
十
人

○
応
募
資
格　

原
則
と
し
て
二
十

歳
以
上
で
、
調
査
事
務
に
責
任

を
持
ち
調
査
内
容
の
秘
密
を
厳

守
で
き
る
方
（
た
だ
し
、
税
務
・

警
察
関
係
者
お
よ
び
公
職
選
挙

法
に
基
づ
く
立
候
補
予
定
者
な

ど
の
選
挙
関
係
者
を
除
き
ま

す
）

○
調
査
期
間　

九
月
二
十
日（
水
）

〜
十
月
九
日（
月
）

　

新
し
い
教
育
委
員
と
し
て
、

大
塚
知
子
さ
ん
（
ひ
ば
り
が
丘

五
丁
目
・
六
十
歳
）
が
、
四
月

一
日
付
け
で
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
菊
田
哲
夫
さ
ん

の
任
期
満
了
に
伴
う
も
の
で
、

　市では、平成１２年度分の固定資産税の基礎
となる、固定資産課税台帳（土地・家屋・償
却資産）の縦覧を行っています。
○と　き　４月２４日（月）まで
　　　　　午前８時３０分～午後５時（土曜・日

曜日は除く）
○ところ　市役所２階資産税課
○対　象　固定資産の所有者、関係者（納税

管理人）および代理人（委任状が
必要です）

※来庁される方は、印鑑をご持参ください。
担当　　　　　資産税課　　�０４６（２５２）８０４３

固定資産
課税台帳の縦覧

中
小
企
業
退
職
金
共
済
に
は

パ
ー
ト
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す

○
掛
け
金
の
一
部
を
国
と
市
が
助

成
し
ま
す
。
助
成
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
国
＝
支
払
っ
た
掛
け
金
の
三
分

の
一
を
契
約
月
か
ら
二
年
間

◆
市
＝
支
払
っ
た
掛
け
金
の
十
分

の
一
を
契
約
月
か
ら
五
年
間

（
対
象
限
度
額
は
月
額
六
千

円
）

○
掛
け
金
は
税
法
上
全
額
損
金
・

必
要
経
費
と
し
て
非
課
税
に
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部
東
京
相
談
セ
ン

タ
ー
�
０
３（
３
４
３
６
）４
３
５

１
ま
た
は
担
当
へ
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
０
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

他
の
費
用
は
協
会
が
負
担
。
た

だ
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
、
旅

行
障
害
保
険
、
そ
の
他
個
人
的

な
費
用
は
本
人
負
担
）

○
募
集
期
間　

四
月
二
十
日（
木
）

〜
五
月
十
二
日（
金
）

○
応
募
方
法　

担
当
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

（
写
真
貼
付
）、直
接
ま
た
は
郵

送
で
担
当
課
へ
提
出
（
締
切
日

消
印
有
効
）

○
報　

酬　

五
万
円
程
度

○
応
募
方
法　

五
月
三
十
一
日

（
水
）ま
で
に
、は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
、
統
計
調
査
経

験
の
有
無
（
あ
る
場
合
は
調
査

名
も
記
入
）
を
明
記
の
上
、
〒

２
２
８
│
８
５
６
６
市
役
所
企

画
政
策
課
統
計
係
あ
て
郵
送
ま

た
は
持
参

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
３
７
９

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

○
選
考
方
法　

①
第
一
次
選
考

（
書
類
・
作
文
﹇
日
本
語
の
み
﹈

に
よ
る
選
考
）
▽
と
き
＝
五
月

二
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
〜

約
一
時
間
程
度
②
第
二
次
選
考

（
面
接
）
詳
し
く
は
、
第
一
次

通
過
者
に
通
知
▽
と
き
＝
六
月

上
旬

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

渉
外
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
３
０
７

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

座間中体育館が簡保資金で 新
し
い
教
育
委
員
に 
大
塚
知
子
さ
ん

任
期
は
四
年
で
す
。

　

大
塚
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七

年
に
大
分
大
学
を
卒
業
。
県
教

育
庁
高
相
教
育
事
務
所
指
導
課

長
や
大
和
市
内
の
小
学
校
校
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
教
育
行
政
進
展
の
た

め
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

担
当　

市
教
育
委
員
会
総
務
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
３
４
７

�
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

４月２９日（土）から５月６日（土）の収集日程は、次のとおりです。

中
小
企
業
退
職
者

制
度
の
特
色

大型連休中のごみ収集日程

スマーナでお待ちしています

姉
妹
都
市（
ス
マ
ー
ナ
市
）

中
・
高
校
生
派
遣
団
員

募集募集

大塚知子さん

（

　座間中学校の体育館は、老朽化が著しかったこ
とから、平成１０年度に建て替えられました。
　この施設は、総事業費２億９千２百万円。その
うち１億１千７百万円は、郵政省の簡保資金が充
てられたものです。このほど、同中学校生徒のデ
ザインによる「ひ
まわり時計」が、
郵政省関東郵政
局から贈られま
した。
担当　　財政課
�０４６（２５２）８４０４
�０４６（２５５）３５５０
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九
百
九
十
九
円
を
見
込
み
、
医
療

給
付
費
の
五
十
七
億
四
千
四
百
一

万
円
を
は
じ
め
、
医
療
支
給
費
、

審
査
支
払
手
数
料
な
ど
を
盛
り
込

み
、
高
齢
化
が
進
み
増
加
す
る
医

療
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
四
十
九
億
四
百
九

十
九
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
一

〇
・
六
�
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
事
業
認
可
区
域
内
の
汚

水
管
お
よ
び
雨
水
管
整
備
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

　

歳
入
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
前
年
度
に
比
べ
五
・
一
�

減
の
十
五
億
円
、
使
用
料
及
び
手

数
料
に
つ
い
て
は
、一
・
四
�
減
の

十
億
六
千
三
百
七
十
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
建
設
費
が
二
十
三
億

四
千
六
百
八
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
一
八
・
八
�
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、整
備
面
積
は
、一
五
・

八
三
�
を
計
画
。
こ
れ
に
よ
り
、

平
成
十
二
年
度
末
に
は
市
街
化
区

域
内
の
整
備
率
は
八
〇
・
一
九
�

と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
二
年
四
月
の
介

護
保
険
制
度
開
始
に
伴
い
新
設
さ

れ
た
特
別
会
計
で
す
。
予
算
総
額

は
二
十
三
億
六
千
九
百
三
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、第
一
号
被
保
険
者（
六

十
五
歳
以
上
の
方
）
の
保
険
料
一

億
二
千
三
百
八
十
一
万
円
、
法
に

基
づ
く
負
担
割
合
に
よ
り
国
庫
支

　

予
算
総
額
は
七
十
六
億
五
千
四

百
七
十
三
万
円
。
前
年
度
に
比
べ

一
九
・
八
�
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
入
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と

国
庫
支
出
金
で
六
七
・
七
�
を
占

め
、
こ
の
う
ち
国
民
健
康
保
険
税

は
三
十
億
六
千
四
百
六
十
四
万
円

で
全
体
の
四
〇
・
〇
�
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
主
に
医
療
機
関
に
支

払
う
保
険
給
付
費
と
老
人
保
健
拠

出
金
で
九
一
・
六
�
を
占
め
、被
保

険
者
の
増
加
と
高
齢
化
に
よ
っ
て

医
療
費
は
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら

九
億
六
千
四
百
三
十
八
万
円
を
補

て
ん
し
ま
す
。
し
か
し
、
な
お
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
国
保
運

営
協
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
や

む
を
得
ず
、
国
民
健
康
保
険
税
を

二
・
八
七
�
引
き
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度

か
ら
介
護
保
険
に
係
る
予
算
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
保
会
計

の
健
全
運
営
の
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

予
算
総
額
は
五
十
八
億
千
四
百
十

九
万
円
。前
年
度
に
比
べ
一
・
八
㌫

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
国
の
制
度
に
基
づ
く

負
担
割
合
に
よ
る
支
払
基
金
交
付

金
と
し
て
三
十
九
億
八
千
三
百
五

十
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
預
金
利
子

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
加
入
者
を
前
年
度
よ

り
四
百
八
十
人
多
い
八
千
四
十
人

（
六
・
三
�
増
）を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
自
己
負
担
分
を
除
く

公
費
負
担
医
療
費
と
し
て
、
一
人

当
た
り
（
年
額
）
七
十
一
万
九
千

★
国
民
健
康
保
険

★
老
人
保
健

★
公
共
下
水
道

★
介
護
保
険

出
金
四
億
七
千
二
百
二
万
円
、
第

二
号
被
保
険
者
（
四
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
方
）
の
保
険
料
に

係
る
支
払
基
金
交
付
金
六
億
七
千

二
百
八
十
六
万
円
、
県
支
出
金
二

億
五
千
八
百
三
十
四
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
減
額
措
置
に
対
す
る
臨
時

特
例
交
付
金
の
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
と
法
定
負
担
分
を
含
め
た
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
合
わ

せ
て
八
億
四
千
百
九
十
九
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、「
介
護
保
険

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
居
宅
お

よ
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
費
の

算
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な

も
の
は
、構
成
比
に
お
い
て
八
九
・

八
㌫
を
占
め
る
保
険
給
付
費
で
、

二
十
一
億
二
千
七
百
七
十
二
万

円
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
一

千
三
百
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
介
護
保
険
事
業
に
つ

い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
基
盤

整
備
の
充
実
な
ど
に
積
極
的
な
推

進
を
図
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
水
道
法
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
、
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
て
市
が
独
自
に
経

営
す
る
企
業
で
す
。
こ
の
た
め
予

算
は
、
水
道
料
金
な
ど
に
よ
り
給

水
事
業
を
行
う
収
益
的
収
支
と
負

担
金
を
基
に
施
設
の
整
備
拡
充
な

ど
を
行
う
資
本
的
収
支
と
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
の
収
入
は
、
前
年

度
に
比
べ
二
�
減
の
十
九
億
八
千

百
二
十
二
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
工
場
用
や
業
務
営

業
用
の
給
水
量
の
減
少
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
支
出
は
前
年
度
に
比
べ

二
・
一
�
減
の
十
七
億
八
千
二
百

二
十
一
万
円
で
す
。

　

一
方
、資
本
的
収
支
の
収
入
は
、

前
年
度
に
比
べ
三
九
・
五
�
減
の

二
億
七
千
三
百
十
一
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
負
担
金
の

申
請
件
数
の
大
幅
な
減
少
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
三
・
二
�
増
の
十
二
億
六
千

七
百
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
収
入
額
が
支
出
額
に
対

し
て
不
足
す
る
九
億
九
千
三
百
九

十
七
万
円
に
つ
い
て
は
、
減
債
積

立
金
お
よ
び
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

水道事業会計�

営業費用�
１５億７，９５３万円�
　　　　（５１．８％）�

営業外費用�
１億７，９３３万円�

（５．９％）�

�

特別損失�
１，８３５万円�
（０．６％）�

建設改良費�
１１億１，１２１万円（３６．４％）�

資本的支出�
１２億６，７０８万円�
（４１．５％）�

収益的支出�
１７億８，２２１万円�
　　　（５８．５％）�

予備費２，０００万円（０．７％）�補助金４００万円（０．２％）�

予備費�
５００万円（０．２％）�

　　　営業収益�
　１９億３５３万円�
（８４．４％）�

営業外収益�
７，７６９万円�
（３．４％）�

　　収益的収入�
　１９億�
８，１２２万円�
（８７．８％）�

資本的収入�
２億７，３１１万円（１２．２％）�

負担金�
２億６，９１１万円�
（１２％）�

企業債償還金�
１億３，５８７万円（４．４％）�

収入　　支出�
２２億５，４３３万円  ３０億４，９２９万円�

平成１２年度当

市民健康づくりの推進
　健康センター管理運営経費　　　　 ２，１５４万円
保健衛生の充実
　健診体制の充実　　　　　　　　　 ５，５０５万円
　伝染病対策の強化　　　　　　 １億１，５３１万円
　健診体制の整備　　　　　　　 １億９，６５８万円
　広域大和斎場組合関係経費　　 １億３，３３２万円
医療の充実
　救急体制の整備　　　　　　　 １億１，１０６万円
　医療保険制度の改善　　　　　 ８億２，４８３万円
老人保健特別会計繰出金、障害者医療支給事
業費、高齢者医療事業費など

地域福祉の充実
　総合福祉センターの整備　　　 １２億９，８２４万円
　社会福祉協議会の強化　　　　 １億２，９０５万円
高齢者福祉の充実
　多様な施設サービスの提供　　　　 ８，３８０万円
　高齢者福祉施設の整備　　　　　　 ５，８８４万円
　高齢者等への多様な在宅サービスの提供

６，８７０万円
　高齢者の就労の確保　　　　　　　 ２，８３７万円
障害者福祉の充実
　障害者援護施設等の整備　　　　　 ４，２５５万円
　通園センターの充実　　　　　　　 ７，６２１万円
　障害者の治療、訓練体制の整備

４億１，７２８万円
　障害者の生活用具等の援助　　　　 ４，９７９万円
　障害者の社会参加の促進　　　　　 ３，４８５万円
　障害者の社会保障制度の充実　　　 ４，６８１万円
　障害者の就労の確保　　　　　　　 ７，３９６万円
児童、母子等福祉の充実
　児童手当等の充実　　　　　　 １億３，３０８万円
　児童ホームの推進　　　　　　　　 ６，２７７万円
　児童、母子等の経済援助の充実　　 ６，４２２万円
　児童、母子等の保育体制の整備 １０億８，８５５万円

教育環境の整備
　学校施設の整備　　　　　　　 ９億７，７３８万円
　学校保健・健康診断、相談の充実　 ５，６７９万円
　学校給食の充実　　　　　　　　 １億９２５万円
　幼稚園就園奨励の推進　　　　　 　９，９９０万円
　就学援助の充実　　　　　　　　 　５，３９０万円
教育活動の充実
　多様な教育の推進　　　　　 　１億３，２５０万円
小・中学校の教育振興運営費や教材整備事業
費、中学校パソコン機器整備事業費、ときめ
きスクール推進委託事業費など

　国際理解教育
　教育研究の充
生涯学習の推進
　生涯学習活動
　公民館の整備
　図書館の整備
市民文化の向上
　文化会館の整
　文化活動の充
　市史編さんの
青少年の育成
　文化、スポー
　野外活動施設
　青少年活動の
スポーツ・レク
　市民体育館の
　学校体育施設
プール、グ
運営経費な

市街地の形成
　街なみ環境整
公園・広場の充
　都市公園の整
　公園施設の充
道路網の整備
　生活道路の整
　道路の安全体
　道路管理体制
下水道、河川の
　公共下水道事
　都市下水路維
都市機能の充実
　総合交通体系
みどりの保全と
　緑地の確保　
居住環境の充実
　市営住宅の整
　水質・土壌の
環境衛生の推進
　環境衛生処理
高座清掃施
み収集運搬

　ごみ減量化、
資源物分別
サイクルセ
ルセンター

消防・防災体制
　消防施設等の
　救急救助体制
　災害応急対策
防犯体制の充実
　防犯機器の整
交通安全対策の
　交通安全施設
　道路管理対策

みずからをいたわり
互いに励まし ともに生きる
健健康康・・福福祉祉

水
緑かお
都都

のびやかに学び
自由に創造し 多彩に表現する
教教育育・・文文化化

保険給付費�
５１億２，０８３万円�
（６６．９％）�

老人保健�
拠出金�
１８億９，１２０万円�
（２４．７％）�

介護給付金 �
３億４，１６８万円（４．５%）�

その他�
３億１０２万円（３．９%）�

その他�
１億３，９５１万円（１．８％）�

国民健康保険税�
３０億６，４６４万円�
（４０．０%）�

国庫支出金�
２１億１，６４１万円�
（２７．７%）�

療養�
給付費交付金�
１３億６，９７９万円�
（１７．９%）�

一般会計繰入金�
９億６，４３８万円（１２．６％）�

歳入　歳出�
７６億５，４７３万円�

国民健康保険事業会計�

老人保健会計�

その他１１５万円（０．１％）�

支払基金交付金�
３９億８，３５０万円�
（６８．５%）�

国庫支出金�
１２億１，９６９万円�

（２１．０%）�

繰入金�
３億５０６万円（５．２%）�

その他３億５９４万円（５．３%）�

医療諸費�
５８億１，３０４万円�
（９９．９%）�

歳入　歳出�
５８億１，４１９万円�

歳入　歳出�
４９億４９９万円�

公共下水道会計�

総務費�
５億５，８８９万円（１１．４%）�

建設費�
２３億４，６０８万円�
（４７．８%）�

公債費�
１９億６，４９３万円�
（４０．１%）�

予備費３，５０９万円（０．７%）�

使用料及び手数料�
１０億６，３７０万円　�
（２１．７%）　　�

繰入金�
１５億円（３０．６%）�

国庫支出金�
３億５，０００万円�
（７．１%）�

市債�
１５億１，６５０万円�
（３０．９%）�

その他４億７，４７９万円（９．７%）�

歳入　歳出�
２３億６，９０３万円�

介護保険事業会計�

その他７，３０１万円（３．１%）�

保険給付費�
２１億２，７７２万円�
（８９．８%）�

総務費１億６，８３０万円�
（７．１%）�

国庫支出金�
４億７，２０２万円�
（１９．９%）�

支払基金交付金�
６億７，２８６万円�
（２８．４%）�

県支出金�
２億５，８３４万円（１０．９%）�

繰入金�
８億４，１９９万円�
（３５．５%）�

その他１億２，３８２万円（５．３%）�

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、

防
災
対
策
と
し
て
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
の
布
設
替
工
事

や
配
水
場
耐
震
改
良
工

事
、
各
施
設
設
備
改
良
工

事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
水
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
漏
水
調
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
水
質
検
査

を
行
う
な
ど
、
安
全
で
安

定
し
た
給
水
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

市
　
　
税

１６６億４，９
７８
万円

（５
５．
５
％
）

９９
億
９
，８
４６
万
円（
３３
．３

％
）

　　１９９億７，９５４
万円
（６
６．７

％
）

市民税�
７６億９，９８７万円�
（２５．７％）�

繰入金�
１４億３，５３４万円�
（４．８%）�

総額�
２９９億�
７，８００万円�

自

主

財

源

依存財源

９９
億
９
，８
４６
万
円（
３３
．３

％
）

諸収入�
５億９，２９８万円�
（２．０%）�

その他�
１３億１４４万円�
（４．４%）�

地方交付税�
３１億円（１０．４%）�

国庫支出金�
１８億９，４８１万円�
（６．３%）�

市債�
１２億５３０万円�
（４．０%）�

県支出金�
１２億５６万円�
（４．０%）�

地方消費税�
交付金�
９億８，０００万円�
（３．３%）�
その他�
１６億１，７７９万円�
（５.３％）�

その他�
１８億８，６６３万円（６.２％）�

固定資産税�
７０億６，３２８万円�
（２３．６％）�

　　１９９億７，９５４
万円
（６
６．７

％
）

物件費�
３６億７，８
（１２．３%

扶助費�
３７億８，２
（１２．６%

　公債
　３８億
８，９１２万
　　　

３３億
（１
３３億
（１

一 般 会 計 項 目
歳　入

★
水
道
事
業

特　
　
 
別　
　
 
会　
　
 
計
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一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
百

九
十
九
億
七
千
八
百
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
、〇
・
七
�
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
予
算
は
、
間
近
に
迫
っ

た
二
十
一
世
紀
を
見
据
え
第
三
次

総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
、環
境
・

福
祉
・
防
災
な
ど
の
施
策
に
重
点

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民

生
活
に
直
結
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
も
配
慮
し
、
各
分
野
で

時
代
に
即
応
し
た
事
業
展
開
と
各

種
の
施
策
の
充
実
に
努
め
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

項
目
別
の
内
訳
は
左
上
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

当
初
予
算
決
ま
る

平
成

年
度

１２

　

市
の
平
成
十
二
年
度
当
初
予
算
が
、三
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
四
つ
の
特
別
会
計

（
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
が
新
設
）、
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
五
百
三
十
七
億
七
千
二

十
三
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
八
・
〇
㌫
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
編
成
は
、
我
が
国
の
長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
の
中
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
地
方
財
政
の

現
状
な
ど
を
踏
ま
え
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
第
三
次
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
み
な
ぎ
る
活
力
と

や
す
ら
ぎ
が
調
和
す
る
と
き
め
き
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
配
分
を
図
る
と
と

も
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
徹
し
、
事
業
の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
節
減
合
理
化
な
ど
に
努
め

る
一
方
、
債
務
の
解
消
に
も
配
慮
し
た
節
度
あ
る
行
財
政
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

担
当　

財
政
課
�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４
・
�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

一般会計

２９９億７，８００万円（０.７％減）

国民健康保険事業特別会計

７６億５，４７３万円（１９．８％増）

老人保健特別会計

５８億１，４１９万円（１.８％増）

公共下水道事業特別会計

４９億４９９万円（１０.６％増）

介護保険事業特別会計

２３億６，９０３万円（皆増）

水道事業会計

３０億４，９２９万円（０.１％増）

合計　５３７億７，０２３万円（８.０％増）

重点施策の今年の主な取り組み

別表の主な施策に加えて、次のような施策にも取り組みます。

環境対策
（新）ＩＳＯ環境改善事業費　　　　　　　　　　　　　　　　 ４９９万円
ＩＳＯ１４００１の承認（平成１３年度取得予定）に向けて、内部環境監査員
の養成や環境方針、目的、目標の策定などを実施
大気汚染防止対策事業費（ダイオキシン測定強化）　　　　　　　４７１万円
大気５ヵ所、地下水３ヵ所、土壌３ヵ所のダイオキシン類濃度を測定の
ほか市内の環境状態の監視や把握、公害防止対策の指導などを行う。
（継続）水質・土壌汚染防止対策事業費　　　　　　　　 　　１，５６９万円
地下水総合調査委託（実態、現況調査、シミュレ－ション作成など）、
地下水保全工事助成、汚濁状況の把握などを行う。
（新）不法投棄夜間パトロール事業費　　　　　　　　　　　 　３３１万円
不法投棄の未然防止を図るために夜間パトロールを行う。
（新）家庭用ごみ用コンポスト容器購入補助事業費　　　　　 　３３４万円
（新）（仮称）座間市第２資源リサイクルセンター建設整備事業費

１億６２６万円
トレーや洗剤のボトルなどのプラスチック容器包装を分別収集保管し、
指定法人に引き渡すための施設整備を行う。
（新）集合住宅型コンポスト設備設置モデル事業費　　　　 　　１０７万円
集合住宅に電動の大型コンポスト設備を設置し、住民による共同使用・
共同管理を行うモデル事業を実施
（新）公共施設における生ごみ処理機の導入　　　　　　　 　　５６６万円
小学校９校、保育園３園、特養ホーム３施設に設置
（新）集積所管理コンピュータ入力事業費　　　　　　　　　 　５２２万円
市内約２，５００ヶ所の集積所をデータベース化

福祉施策
（新）介護保険事業特別会計繰出金　　　　　　　　 　　４億６，０４２万円
～介護保険制度実施に伴う新たな事業展開として～
　　�生活支援型訪問介護　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７９８万円
　　�生活支援型デイサービス事業費　　　　　　　　　　　 ２，９９０万円
　　�生きがい対応型デイサービス　　　　　　　　　　　　　 ４２３万円
　　�生活支援型短期入所　　　　　　　　　　　　　　　　　　５９万円
　　�緊急短期入所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４４９万円
　　�ひとり暮らし等高齢者訪問　　　　　　　　　　　　　　 ３６４万円
（新）緊急通報システム第一通報先委託　　　　　　　　　　 　３００万円
緊急通報先を２４時間体制により特別養護老人ホーム３施設で対応
（新）生活支援型サービス実施に伴う施設整備　　　　　　　 　２５０万円
老人憩いの家でのミニデイサービス実施に伴う施設（クーラー）整備
（新）保育所厨房用エアコンの設置　　　　　　　　　　　　 　２４１万円
Ｏ１５７対策として保育所の調理室に設置
（新）産後サポート事業の実施　　　　　　　　　　　　　　　 ２７８万円
父子健康手帳の配布、新生児訪問回数の増、新生児訪問用備品などの整備

防災対策
　今年は、総額４億７，６３２万円を措置し、５年間で２４億１，１５５万円を措置し
ました。
～今年の主な取り組み～
　　�耐震性貯水槽（６０㌧）２基整備　　　　 　　　　　　 　２，４５５万円
　　�防災備蓄倉庫５ヵ所、余裕教室備蓄倉庫改修２ヵ所　 　　９７２万円
　　�公立学校耐震工事等　　　　　　　　　　　　　 　２億４，５０７万円
　　�災害時備蓄品等整備　　　　　　　　　　　　　　 １億６，４０２万円
　　�石綿管布設替事業負担金　　　　　　　　　　　　　　 ２，９８７万円

１２年度当初予算一般会計の主な施策

　交通安全組織の育成　　　　　　 　２，４８５万円

都市農業の振興
　農業生産基盤整備の推進　　　　 　３，５０２万円
　農業生産・供給体制の強化　　　 　１，０１３万円
商業の振興
　商業活動拠点づくりの支援　　　　 　９７１万円
　商業経営内容の改善　　　　　　 　１，８１７万円
工業の振興
　中小企業の育成　　　　　　 　１億６，８９４万円
勤労者福祉の向上
　生活安定対策の推進　　　　 　１億６，５５６万円

コミュニティ活動の推進
　地域集会所等の整備　　　　　　 　２，９７９万円
　コミュニティ施設管理運営の支援　 ８，７１６万円
市民参加の推進
　広報の充実　　　　　　　　　　 　３，４６５万円
交流活動の推進
　国際姉妹都市交流事業　　　　　　 　７５５万円

行政機能の充実
　行政の機動的な組織体制　　　　　 ７，９３２万円
人事・給与管理システム開発事業費、人事管
理経費など

　行政の合理的な執行体制　　　 ６億８，１０８万円
市庁舎維持管理事業費、電子計算業務費、戸
籍事務コンピュータ化事業費など

　計画の推進　　　　　　　　　　　 ８，０８０万円
　市民参加の推進　　　　　　　 １億２，１３７万円
　　選挙経費や議会経費など
健全な財政運営
　自主財源の確保　　　　　　　　　 ２，６１１万円
固定資産税課税客体把握のための航空写真撮
影、写真図作成など

　財務管理のシステム化　　　　　　 １，４７３万円
　弾力的な財政運営　　　　　　 ５億６，１６９万円
職員退職手当基金積立金、公共用地取得基金
積立金、文書郵配送経費など

　国際理解教育の推進　　　　　　 　１，０３７万円
　教育研究の充実　　　　　　　　 　１，７０７万円
生涯学習の推進
　生涯学習活動の充実　　　　　　 　１，２１２万円
　公民館の整備、充実　　　　　　 　７，２０８万円
　図書館の整備、充実　　　　　　 　９，５４５万円
市民文化の向上
　文化会館の整備、充実　　　 　２億３，３８３万円
　文化活動の充実　　　　　　　　 　２，６７１万円
　市史編さんの推進　　　　　　　 　１，７５２万円
青少年の育成
　文化、スポーツ活動の充実　　　 　２，７７４万円
　野外活動施設の整備　　　　　　  ２，８５９万円
　青少年活動の場の整備、充実　　 　２，５５３万円
スポーツ・レクリエーションの振興
　市民体育館の整備充実　　　 　１億６，０４０万円
　学校体育施設等の活用　　　 　２億１，００３万円

プール、グラウンド、テニスコート等の管理
運営経費など

市街地の形成
　街なみ環境整備事業費　　　　　　 １，５５２万円
公園・広場の充実
　都市公園の整備　　　　　　　　 　１，９４０万円
　公園施設の充実　　　　　　 　１億２，２８４万円
道路網の整備
　生活道路の整備　　　　　　 　４億２，９９２万円
　道路の安全体制の充実　　　　 １億４，２３５万円
　道路管理体制の充実　　　　　 ４億２，０８４万円
下水道、河川の整備
　公共下水道事業特別会計繰出金　 　　１５億円
　都市下水路維持管理の充実　　　 　５，６１９万円
都市機能の充実
　総合交通体系の整備　　　　　　 　２，０３４万円
みどりの保全と創造
　緑地の確保　　　　　　　　　　 　４，９４８万円
居住環境の充実
　市営住宅の整備　　　　　　　 １億３，５３９万円
　水質・土壌の保全　　　　　　　 　１，７９４万円
環境衛生の推進
　環境衛生処理体制の充実　　　 １０億４，７４１万円
高座清掃施設組合運営費、塵芥収集、粗大ご
み収集運搬事業費など

　ごみ減量化、再資源化の促進　 ３億５，１５２万円
資源物分別収集事業費、（仮称）第２資源リ
サイクルセンター建設整備事業費、リサイク
ルセンター管理運営事業費など

消防・防災体制の充実
　消防施設等の整備　　　　　　　　 ５，００６万円
　救急救助体制の充実　　　　 　１億５，９８２万円
　災害応急対策の推進　　　　 　１億　７９１万円
防犯体制の充実
　防犯機器の整備　　　　　　　　 　１，９２４万円
交通安全対策の推進
　交通安全施設の整備　　　　　　 　３，７７０万円
　道路管理対策の推進　　　　　　 　２，１３７万円

土を友とし
未来を創り 夢をはぐくむまち

産産業業

人をつなぎ まちをつなぎ
世界をつなぐ対話のまち
市市民民活活動動

水かがやき
緑かおり 風おどる空間
都都市市環環境境

計画を
推進するために

源 性

質

別

経

費

目

的

別

経

費

総　　額�
２９９億�

７，８００万円�

総務費�
４６億５，５８５万円�
（１５．５%）�

民生費�
７９億６，１８４万円�
（２６．６%）�

衛生費�
３５億�
 １，２８８万円�
   （１１．７%）�
�

土木費�
３７億４，０３８万円�
　　（１２．５%）�

教育費�
　３６億�
　　３，９５３万円�
　　 （１２．２%）�

　公債費�
３８億８，９１２万円�
　（１３．０%）�

人件費�
８４億７，４６５万円�
（２８．３%）�

物件費�
３６億７，８２６万円�
（１２．３%）�

扶助費�
３７億８，２７５万円�
（１２．６%）�

繰出金�
３２億�

２，９８５万円�
（１０．８%）�

　公債費�
　３８億�
８，９１２万円�
　　　（１３．０%）�

その他�
３５億�

５，４１６万円�
（１１．８%）�

普通建設普通建設�
事業費　　事業費　　�

３３億６，９２１万円　万円　�
（１１．２%）　　　　　　�

普通建設�
事業費　　�

３３億６，９２１万円　�
（１１．２%）　　　�

その他�
２５億�
７，８４０万円万円�
（８．５%）�

その他�
２５億�
７，８４０万円�
（８．５%）�

項 目 別 内 訳
歳　出

一　
　
 
般　
　
 
会　
　
 
計

●平成１２年度会計別予算額●

を
重
点

を
重
点
に
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平成１２年度
　

平
成
十
二
年
度
の
土
地（
宅
地
）

の
評
価
替
え
で
は
、
平
成
十
一
年

一
月
一
日
を
価
格
調
査
基
準
日
と

し
て
地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度

を
目
標
と
し
て
、
評
価
の
均
衡
化

と
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
価

格
調
査
基
準
日
以
降
も
地
価
が
下

落
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
平
成

十
一
年
七
月
一
日
ま
で
の
半
年
間

の
地
価
の
下
落
を
評
価
額
に
反
映

さ
せ
た
見
直
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
農
地
な
ど

の
宅
地
の
価
格
を
基
準
に
し
て
評

価
す
る
土
地
に
つ
い
て
も
、
基
準

と
な
る
土
地
の
評
価
の
見
直
し
に

伴
い
、
同
様
に
評
価
が
見
直
さ
れ

　

固
定
資
産
税
は
、
一
月
一
日
現
在
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
が
市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。　

平
成
十
二
年
度
は
こ
れ
ら
の
固
定
資
産
の
う
ち
、
土
地
と

家
屋
に
つ
い
て
は
、
三
年
ご
と
に
評
価
の
見
直
し
を
行
う
評
価

替
え
の
年
度
に
当
た
り
ま
す
。　

こ
こ
で
は
、
土
地
・
家
屋
の
評

価
替
え
と
税
負
担
の
調
整
措
置
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　
　
　

担
当　

資
産
税
課
�
０
４
６（
２
５
２
）８
０
４
３

〜
評
価
替
え
と
税
負
担
の
あ
ら
ま
し
〜

◆
土
地
の
評
価
替
え

て
い
ま
す
。

※
特
例
措
置
に
よ
る
評
価
額
の
修

正
　

土
地
の
評
価
額
は
、
地
方
税
法

上
基
準
年
度
（
平
成
十
二
年
度
が

該
当
）
の
評
価
額
を
三
年
間
据
え

置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
十
三
年
度
と
十
四
年
度
に
お

い
て
、
さ
ら
に
地
価
の
下
落
傾
向

が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
簡
易
な

方
法
に
よ
り
評
価
額
を
修
正
す
る

こ
と
が
で
き
る
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
の
評
価
替
え
に

伴
い
、
宅
地
に
係
る
固
定
資
産
税

◆
家
屋
の
評
価
替
え

の
見
直
し
を
さ
ら
に
推
進
し
、
平

成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度

ま
で
の
税
負
担
に
つ
い
て
、
負
担

水
準
（
平
成
十
二
年
度
の
評
価
額

に
対
す
る
平
成
十
一
年
度
の
課
税

標
準
額
の
割
合
）
の
高
い
土
地
の

税
負
担
を
抑
制
し
、
負
担
水
準
の

低
い
土
地
は
、
税
額
を
な
だ
ら
か

に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
負
担
水
準

の
均
衡
化
を
図
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
左
上
税
負
担
の
調
整
措
置
参

照
）

　

以
上
の
よ
う
な
負
担
調
整
措
置

を
講
じ
ま
す
と
平
均
的
な
住
宅
用

地
で
は
、
前
年
度
の
課
税
標
準
額

に
対
し
て
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

上
昇
と
な
り
ま
す
。

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、
再
建
築
費

評
点
基
準
表
の
改
正
が
行
わ
れ
、

新
築
家
屋
は
新
基
準
表
に
当
て
は

◆
土
地
の
負
担
調
整
措
置
と

税
負
担
に
つ
い
て

め
て
評
価
し
ま
す
が
、
在
来
分
家

屋（
既
に
評
価
さ
れ
て
い
る
家
屋
）

の
評
価
替
え
は
、
評
価
替
え
の
対

象
と
な
っ
た
家
屋
と
同
一
の
も
の

を
評
価
替
え
の
年
度
に
新
築
す
る

と
し
た
場
合
の
建
築
費
（
再
建
築
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格
）を
算
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し
、家
屋
の
経
過
年

数
に
よ
る
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点
補
正
な
ど
を
行
い

評
価
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平
成

十
一
年
度
の
評
価
額
を
下
回
る
場

合
は
、
下
回
っ
た
価
格
が
平
成
十

二
年
度
の
評
価
額
と
な
り
ま
す

し
、
平
成
十
一
年
度
の
評
価
額
を

超
え
る
場
合
は
、
平
成
十
一
年
度

の
評
価
額
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

税負担の調整措置

固定資産税の土地Q＆A

A．宅地の評価については、全国的にばらつきの見られた
評価の水準を統一するため、平成６年度から地価公示価格
の7割程度を目標に評価替えを行い、評価の均衡化・適正化
を図りました。その結果、評価額は、前年度に比べ大幅に
上昇しましたが、税負担については、土地評価額を課税標
準額（税額算定の基となる額）としてそのまま反映させな
いで、前年度の課税標準額を基礎とした調整措置がとられ
ましたので、評価額と課税標準額は極端に離れてしまいま
した。
　具体的な税負担については、前年度の課税標準額に負担
調整率を乗じて、その年の課税標準額を求めますが、平成
９年度からは、負担水準（その年の評価額に対して前年度
の課税標準額がどのくらいに達しているかの割合）の導入
によって負担調整率を求めることになりました。
　一方、平成９年度と平成12年度の２回の評価替えにより、
土地評価額は下がりましたが、下図（C×0．7とDとの開き）
のとおり評価額と課税標準額を比べて格差があるうちは、
段階的に土地評価額に近づけていくための負担調整措置が
とられます。
　したがって、平成12年度に土地の税額が上がっているの
は、評価額と比べて課税評準額が低いため、税負担が上昇
したものです。

Q 　平成12年度の土地評価額は下がっているの
に、税額が上がるのはどうしてですか

3年度�

価
格
等�

上昇割合に応じた�
負担調整率�

地価公示価格と評価額および課税標準額�
の関係図（住宅地の例）�

負担水準に応じた�
負担調整率�

6年度� 9年度� 12年度�

Ａ×0.7

地価公示価格�

地価下落�評価額�

課税標準額�

Ｂ×0.7 Ｃ×0.7

D

Ａ�

Ｃ�
Ｂ�

（１）商業地等の宅地の税負担については、負担水準が７５％（平成１４年
度は７０％）を超えることとなる土地は、負担水準を７５％（平成１４年度は
７０％）とした場合の税額まで引き下げられます。

負　担　調　整　率負　担　水　準税　目
７５％まで引き下げ７５％を超えるもの

固　定

資産税

１．００（据置措置）６０％以上７５％以下
１．０２５４０％以上６０％未満
１．０５３０％以上４０％未満
１．０７５２０％以上３０％未満
１．１０１０％以上２０％未満
１．１５　　　　１０％未満

※表中の７５％とあるのは、平成１４年度は７０％となります。

　　　　　　　　平成１１年度課税標準額
　　負担水準＝������������×１００（％）
　　　　　　　　　平成１２年度評価額

（２）税負担が上昇することとなる土地であっても、次の２つの要件の
いずれをも満たすものは、その税額が据え置かれます。
①その土地の負担水準が、４５％以上であること。
②その土地の平成９年度の評価額に対する平成１２年度の評価額の下落率
が１２％（全国平均）以上であること。
　　　　　　　　　　平成１２年度評価額
　　評価下落率＝１－������������×１００（％）
　　　　　　　　　　平成９年度評価額

（１）住宅用地の税負担については、小規模住宅用地と一般住宅用地の
それぞれの特例率を乗じた後の額で負担水準を算出し、負担水準が１００％
以上となる土地は、本則課税とした場合の税額まで引き下げられます。
※小規模住宅用地（１戸当たり２００�までの住宅用地）の本則課税とは、
評価額の６分の１とした課税をいいます。
※一般住宅用地（住宅の床面積の１０倍まで）の本則課税とは、評価額の
３分の１とした課税をいいます。

負　担　調　整　率負　担　水　準税　目
本則課税まで引き下げ１００％以上のもの

固　定

資産税

１．００（据置措置）８０％以上１００％未満
１．０２５４０％以上　８０％未満
１．０５３０％以上　４０％未満
１．０７５２０％以上　３０％未満
１．１０１０％以上　２０％未満
１．１５１０％未満 

　　　　　　　　　　　　平成１１年度課税標準額
　　負担水準＝��������������������×１００（％）
　　　　　　　　　平成１２年度評価額×住宅用地の特例率
　　　　　　　　 　　　　　　　　　（６分の１または３分の１）

（２）税負担が上昇することとなる土地であっても、次の二つの要件の
いずれをも満たすものは、その税額が据え置かれます。
①その土地の負担水準が、小規模住宅用地は本則課税の５５％以上または
一般住宅用地は本則課税の５０％以上のいずれかであること。
②その土地の平成９年度の評価額に対する平成１２年度の評価額の下落率
が１２％（全国平均）以上であること。
　　　　　　　　　　平成１２年度評価額
　　評価下落率＝１－������������×１００（％）
　　　　　　　　　　平成９年度評価額
※市街化区域農地
　宅地並み課税の対象となる市街化区域農地は、従来どおり一般住宅用
地と同様な取り扱いになります。

　固定資産税と同様に次の措置が講じられます。
（１）商業地等の宅地のうち、負担水準が７５％（平成１４年度は７０％）を
超える土地については、負担水準を７５％（平成１４年度は７０％）とした場
合の税額まで引き下げます。
（２）商業地等の宅地のうち、負担水準が６０％以上７５％以下（平成１４年
度は７０％以下）の土地については、据え置きになります。
（３）住宅用地のうちで一般住宅用地、小規模住宅用地の負担水準が本
則課税の８０％以上の土地については、据え置きとなります。
（４）著しい地価下落に対応した臨時的な税負担の据え置き措置を講じ
ます。
（５）負担調整措置を従来と同様に講じます。

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

2．住宅用地の税負担

3．都市計画税について

1．商業地等の宅地の税負担
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は、座間市・海老名市二市合同身障者
運動会で、運営などをお手伝していた
だける方を募集します。
〈二市合同身障者運動会〉
○と　き　６月１１日（日）午前１０時～
○ところ　市立市民体育館（スカイア
リーナ座間）
○応募方法　５月８日までに電話で同
協議会事務局（市社協内）へ
　�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６（２５１）４１１９

　日常生活に何らかの手助けを必要と
する方に対して、さまざまな援助活動
を行うため、登録型訪問介護員（ホー
ムヘルパー）を募集します。
○応募資格　ホームヘルパー１～３
級、介護福祉士の資格を有する方
○活動時間　月曜～土曜日の午前８時
～午後６時の間で、活動できる曜
日・時間を登録しておき、利用者の
依頼により担当から活動する曜日・
時間を指定します。
○賃　金　時給１１００円
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入の上、本人が
担当（遠藤、浦田）へ持参
担当　　　　　　　市社会福祉協議会
　�０４６（２５７）７１０１・FAX０４６（２５１）４１１９

　市心身障害児者団体連絡協議会で

障害者運動会
ボランティアを募集

額１５００円（入会金１０００円）▽連絡先＝
�０４６（２５４）１８８７（大塚）
◇着付けと礼法サークル「こぶくろ」
▽とき＝毎月第１・第２・第３火曜日
午後７時～９時▽ところ＝市立青少年
センター▽会費＝月額３０００円▽連絡先
＝�０４６（２５２）０４１７（水無瀬）
◇ジュニア・ジャギー（体操）
▽とき＝毎週水曜日午後５時～６時４５
分▽ところ＝中原小学校体育館▽内容
＝リズム体操、ゲーム、表現運動▽対
象＝小学生▽会費＝２ヶ月５５００円（入
会金１０００円）▽連絡先＝�０４６（２５３）
８０１０（杉町）
◇バスケットボール「ペパーミントマ
ム」
▽とき＝毎週水曜日午後７時～９時▽
ところ＝座間中学校体育館▽対象＝３０
歳以上の女性（初心者歓迎）▽会費＝
月額５００円▽連絡先＝�０７０（５９１５）４５２６
（大矢）
◇“ヴォイス２００１”団員募集
▽とき＝毎月第１・第３土曜日午前１０
時～、第２・第４土曜日午後７時～▽
ところ＝厚木市勤労福祉センターほか
▽内容＝２００１年５月にフォーレ「レク
イエム」ほかの演奏会（女声三部コー
ラス）に向けて練習▽対象＝女性なら
どなたでも▽合唱指導＝福島章恭さん
▽連絡先＝�０４６（２５５）１３８１（田原）
◇草月流生け花サークル「むらさきの
会」
▽とき＝毎月第１・第３金曜日午前１０
時～正午▽ところ＝相武台コミュニ
ティセンター▽内容＝生け花を通じて
親睦を深め楽しいひとときを過ごす▽
対象＝どなたでも▽会費＝月額２０００円
（入会金１０００円）▽連絡先＝�０４６
（２５３）８２２２（片野）

　�０４６（２５２）７２０１・FAX０４６（２５２）７０４３

　市では、“ざま遊友クラブ”のパー
トナーを募集します。これは、地域の
人材と放課後の学校を生かして遊びや
学びの場を提供し、児童らに学年間の
交流とともに社会性、自主性、創造性
を身に着けてもらおうというもので、
昨年度は栗原小学校で実施され、大変
好評を得ました。さらに今年度は、栗
原に加え相武台東、ひばりが丘、相模
が丘、入谷および中原の６小学校で実
施が予定されています。
　子供が好きな人、子供に何かを伝え
たい人などボランティア活動の一環
に、地域の子供たちのパートナーとし
て活躍してみませんか。
　詳しくは、担当へ。
担当　　　　　　　　　　　青少年課
　�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

　市では、日中、金融機関などへ納付
に行けない方、また、届け出に来庁で
きない方を対象に、国民年金保険料お
よび国民健康保険税の夜間納付と届け
出の受け付けをします。
○と　き　４月２４日～２８日いずれも午
後５時３０分～８時
担当 国保年金課国保係

�０４６（２５２）７００３
年金係

　�０４６（２５２）７０３５・FAX０４６（２５２）７０４３

　国では、人口動態調査を毎年実施し
ています。この調査は、市への出生・
死亡・死産・婚姻および離婚の届出書
を基に、出生や死亡の状況を調べるも
のですが、国勢調査が行われる年に
は、各届出書に職業の記入を、また、
死亡届には、併せて産業の記入もお願
いすることとなっています。
　今年は国勢調査の年に当たることか
ら、届け出をされる際には、お手数を
お掛けしますがご協力をお願いしま
す。
○調査期間　平成１２年４月１日～平成
１３年３月３１日
　詳しくは、各種届け出の際に、担当
へお問い合わせください。
担当　　　　　　　　　　　　市民課
　�０４６（２５２）８０８４・FAX０４６（２５５）３５５０

○と　き　５月１５日～１７日いずれも午
前９時３０分～１１時３０分（全３回）
○ところ　市立ひまわり公園テニス
コート
○内　容　ラケットの握り方などテニ
スを基礎から学ぶ
○対　象　市内在住・在勤でテニス経
験のない方
○申込方法　５月１０日までに電話で担
当へ
担当　　　　　　　　　　スポーツ課
　�０４６（２５２）８１７７・FAX０４６（２５２）４３１１

　市では、障害児の放課後対策とし
て、その世帯に介護ヘルパーを派遣し
た場合の経費を一部助成しています。
○対　象　市内在住で、小学校、養護
学校などに在学中の５・６年生障害
児を養育している母子家庭（就労
者）など
担当　　　　　　　　　　　　児童課

年金保険料・健康保険税
夜間納付・届け出を受け付け

人口動態職業・産業調査に
ご協力を

あそび＝まなびの
パートナーを募集

プランターでミニ菜園
○と　き　４月３０日、５月７日、６月
４日、７月２日、８月６日いずれも
日曜日、午後１時３０分～３時３０分
（全５回）
○内　容　庭先やベランダなどちょっ
としたスペースでの野菜作りの基礎
を学ぶ（苗木の植付けから収穫まで）
○講　師　金崎公哉さん
○定　員　２５人
○対　象　市内在住・在勤の方
○受講料　無料
○申込方法　４月２２日までに直接また
は電話で同館へ

初心者テニス教室を開催

障害児の放課後対策に係わる
補助金制度

市内の交通事故件数

平成12年１月１日～3月31日
（物件事故を含まず）

負傷者死　者件　数

217218812年

206016811年

+11+2+20増減

登録型訪問介護員
（ホームヘルパー）

北地区文化センター
�０４２（７４７）３３６１　�０４２（７４７）８５４２

サークル会員募集�

◇母と子のプレイルーム
▽とき＝①毎週火曜日午後１時～２時
②毎週火曜日午前１０時～１１時３０分▽と
ころ＝相武台前自治会館（相模原市相
武台１丁目）▽内容＝ゆとりのある子
育てができるよう、いろいろな遊びを
通して子供との関わりを学ぶ▽対象＝
①８カ月～１歳５カ月までの幼児と母
親②１歳６カ月～４歳までの幼児と母
親▽会費＝月額①４０００円②５０００円（入
会金①②３０００円）▽連絡先＝�０４６
（２７８）５５１２（石川）
◇剣道サークル「栗原剣友会」
▽とき＝①毎週木曜日午後７時～８時
１５分②毎週日曜日午前１０時～正午▽と
ころ＝栗原小学校体育館▽対象＝小・
中・高校生、一般、レディス▽会費＝
月額１０００円（入会金５００円）▽連絡先
＝�０４６（２５１）０３２１（森川）
◇育児サークル「となりのトトロ」
▽とき＝毎週水曜日午前１０時３０分～▽
ところ＝相模が丘コミュニティセン
ター▽内容＝リズム体操、季節の行事
など▽対象＝２歳以上▽会費＝月額３００
円▽連絡先＝�０４６（２５２）６０２３（平塚）
◇ひまわりダンスサークル
▽とき＝毎週土曜日午後２時３０分～４
時３０分▽ところ＝市公民館▽内容＝社
交ダンスを基礎から学ぶ▽対象＝中・
高年者（男性初心者歓迎）▽会費＝月

善意のともしび�
（敬称略）�

◇新入学児童へ
▽ランドセルカバー１３５０枚＝座間ロー
タリークラブ
◇総合福祉センター建設基金へ
▽１０万円＝ひばり潮の会
◇市社会福祉協議会へ
▽７８４５円＝入谷・石井キミ子▽４０００円
＝相武台メディカルクリニック愛の募
金箱▽１万８６７５円＝ひばりが丘小学校
子供チャリティ▽２万円＝マザーズク
ラブ▽３万６２０９円＝座間市民謡連合会
▽１７万円＝座間市チャリティゴルフ実
行委員会▽２万円＝母親クラブのびる
会▽車椅子＝入谷・栗原四郎▽シル
バーカート＝入谷・冠茂登子▽ １万
５４７０円＝円教寺▽米１００キロ＝相模が
丘・川口淳三▽タオル９２枚＝市飲食業
環同組合▽２万３０００円＝コープかなが
わ協同組合まつり実行委員会▽米１０キ
ロ＝相模が丘・川本▽吸引器、その他
＝入谷・栗原英子
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時　　間と　　こ　　ろと　　き

午前１０時～１１時３０分座間児童館
５月１７日（水）

午後１時～２時３０分東地区文化センター駐車場

午前１０時～１１時３０分鳩川児童館
　　１８日（木）

午後１時～２時３０分ひばりが丘老人憩いの家南側広場

午前１０時～１１時３０分
かにが沢公園駐車場　　１９日（金）

午後１時～２時３０分

午前１０時～１１時３０分
北地区文化センター駐車場　　２２日（月）

午後１時～２時３０分

午前１０時～１１時３０分栗原児童館
　　２３日（火）

午後１時～２時３０分新田宿・四ツ谷コミュニティセンター

午前１０時～１１時３０分市公民館・西出張所東側公園
　　２４日（水）

午後１時～２時３０分東原コミュニティセンター前公園

午前１０時～１１時３０分
立野台コミュニティセンター　　２５日（木）

午後１時～２時３０分

午前１０時～１１時３０分ひばりが丘南児童館
　　２６日（金）

午後１時～２時３０分市役所南側臨時駐車場

ポ
リ
オ

（
急
性
灰

白
髄
炎
）

が
ん
検
診

成
人
・
老

人
健
康
相

談

▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
（
時
間
厳
守
）

１５

１５

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜

７
歳
６
カ
月
未
満
（
で
き
る
だ
け　

カ
月
ま
で
に
完
了
）

１８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
１
日
〜　

日
に
生
ま
れ
た
方

１５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、　

日
〜
末
日
に
生
ま
れ
た
方

１６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
生
ま
れ
た
日
を
問
い
ま
せ
ん

※
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
で
き
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
日
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
と
き
＝
①
４
月　

日（
木
）②
４
月　

日（
火
）▽
と
こ
ろ
＝

２０

２５

①
市
公
民
館
②
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
胃
・
大
腸

が
ん
は　

歳
以
上
、
乳
・
子
宮
が
ん
は　

歳
以
上
▽
申
込
方

４０

３０

法
＝
電
話
予
約

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
と
相
談
▽
持
ち

物
＝
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

検
診胃大

腸乳子
宮

受
付
時
間

午
前
９
時
〜　

時
１１

午
前
９
時
〜　

時
１１

午
前
９
時　

分
〜　

時

３０

１１

午
前
９
時
〜　

時
１１

料
金

９
０
０
円

５
０
０
円

３
０
０
円

６
０
０
円

みんなの　�

健康�

診�

査�

健�

康�
問 い 合
わ せ 先

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

診　療�救　急�

　

市
と
獣
医
師
会
で
は
、
平
成
十

二
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の

予
防
注
射
を
、
左
表
の
日
程
（
雨

天
決
行
）
で
実
施
し
ま
す
。

　

す
で
に
登
録
済
み
の
犬
に
つ
い

て
は
、
生
涯
登
録
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
予
防
注
射
だ
け
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
登
録
済
犬
の
飼
い

主
の
方
に
は
、
は
が
き
で
通
知
し

ま
す
。
日
程
を
確
か
め
、
手
数
料

と
は
が
き
を
お
持
ち
の
上
、
最
寄

り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
全
国
地
域
安
全
運
動
の
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
を
募
集

▽
課
題
＝
①
ポ
ス
タ
ー
の
部
▼

ひ
っ
た
く
り
に
ご
用
心
、
少
年
の

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
防

止
、
暴
力
追
放
な
ど
②
標
語
の
部

▼
ひ
っ
た
く
り
に
ご
用
心
、
少
年

の
覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物
乱
用
防

止
、
暴
力
追
放
▽
対
象
＝
一
般
、

中
・
高
校
生
▽
作
品
規
格
＝
①
Ｂ

３
・
Ａ
２
判
相
当
横
長
（
作
品
に

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
文
字
は
入
れ
な

い
）
②
は
が
き
に
縦
書
き
（
未
発

表
の
作
品
に
限
る
）
▽
応
募
方
法

＝
５
月　

日（
水
）ま
で
に
作
品
に

３１

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
ま
た

は
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し
て
〒

２
２
８
│
０
０
２
４
市
内
入
谷
１

ノ
１
９
３
座
間
警
察
署
生
活
安
全

課
へ
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４

６（
２
５
６
）０
１
１
０
（
生
活
安

全
課
）

○
か
に
が
沢 
鯉 
の
ぼ
り
大
会

こ
い

　

か
に
が
沢
鯉
の
ぼ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
健
や
か
な
子
供
た
ち
の

成
長
を
祝
っ
て
、
多
く
の
方
た
ち

よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
鯉
の

ぼ
り
約　

匹
を
掲
揚
す
る
「
か
に

５０

が
沢
鯉
の
ぼ
り
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
＝
４
月　

日（
土
）〜
５
月

２９

５
日（
金
）▽
と
こ
ろ
＝
か
に
が
沢

公
園
内
子
供
広
場
付
近
▽
問
い
合

わ
せ
先
＝
�
０
４
６（
２
５
５
）９

３
８
１
（ 
神  
原 
）

か
ん 
ば
ら

○
市
総
体
サ
ッ
カ
ー
競
技

▽
と
き
＝
５
月　

日
、　

日
、
６

１４

２８

月
４
日
、　

日
（
予
備
日
７
月　

１８

１６

日
）
の
い
ず
れ
も
日
曜
日
▽
と
こ

ろ
＝
相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
▽
競
技

方
法
＝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
（　

分
３０

ハ
ー
フ
、
決
勝
戦
の
み　

分
ハ
ー

１０

フ
の
延
長
戦
あ
り
）
▽
参
加
資
格

＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

チ
ー
ム
、　

歳
以
上
の
ユ
ー
ス

１８

チ
ー
ム（
条
件
付
き
）お
よ
び
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
登
録
チ
ー
ム
▽
参
加
費

み
ん
な
の�

広
場�

犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
ののののののののののの
登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録
ととととととととととと

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂
犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
病病病病病病病病病病病
予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防
注注注注注注注注注注注
射射射射射射射射射射射

５
月

日
か
ら

会
場
で
実
施

１７

１３

ま
た
、
登
録
の
済
ん
で
い
な
い
犬

を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。
注
射
や
登
録
は

動
物
病
院
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
な
ど
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
（
金
額
は
多

少
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

○
料　

金　

三
千
二
百
二
十
円

（
注
射
料
二
千
六
百
七
十
円
、

注
射
済
票
交
付
料
五
百
五
十

円
）、
登
録
す
る
場
合
は
、
登
録

手
数
料
と
し
て
さ
ら
に
三
千
円

　

な
お
、
ご
来
場
の
際
は
必
ず
犬

を
押
さ
え
ら
れ
る
方
が
同
伴
し
、

首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
必
ず
確
か

め
、
フ
ン
の
始
末
が
で
き
る
も
の

と　
　

き

４
月　

日 （
月
）

２４

と　

こ　

ろ

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

�夜間・深夜診療
　消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。
　　　　　　　　　消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　　　　　　　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）
　　　　　　　　　市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）
※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も
含めて確認してください。

問い合わせ先

�休日診療
◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科系・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分

電　話所在地医　院　名診療月日

外科系

０４６ （２５６）０１８１ひばりが丘ひばりが丘病院４月１６日

０４６ （２５６） ５１１１相武台相武台病院４月２３日

０４６ （２５６） １１７７入谷井上外科整形外科４月２９日

０４６ （２５４） ３２２１相武台相武台外科胃腸科医院４月３０日

婦人科系

０４６ （２５５） ３５４１入谷金子産婦人科４月１６日

０４６ （２５３） ３５１１相武台シロタ産婦人科４月２３日

０４６ （２５２） ０６２５さがみ野原産婦人科医院４月２９日

０４６ （２５５） ３５４１入谷金子産婦人科４月３０日

耳鼻科系

０４２（７５６）９０００
相模原市
相模大野

相模原南
メヂカルセンター

４月１６日

４月２３日

０４６３（９３）５０１９
伊勢原市
伊勢原

伊勢原市
休日夜間診療所

４月２９日

４月３０日

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

DOUCOURE          　
デュクレ

 真 
ま

 実 ちゃん
み

Ｈ１１．９．１７生まれ　女
立野台３丁目

 清 水   　
し みず

 志 帆   ちゃん
し ほ

Ｈ１１．１１．５生まれ　女
四ツ谷

 田  口 　 大 登   ちゃん
た ぐち やま と

Ｈ１１．４．２３生まれ　男
栗原中央３丁目

＝
５
０
０
０
円
▽
申
込
方
法
＝
４

月　

日（
日
）ま
で
に
電
話
で
市

３０
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局
�
０
４
６

（
２
５
３
）７
０
１
１（ 
上  
之  
門 
）へ

う
え 

の 

か
ど

○ 
Ｃ
Ａ
Ｐ 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

キ
ャ
ッ
プ

▽
と
き
＝
４
月　

日（
土
）①
午
後

２９

１
時　

分
〜
３
時　

分
②
午
後
３

３０

２０

時　

分
〜
４
時　

分
▽
と
こ
ろ
＝

４０

４０

市
民
文
化
会
館
（
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
座
間
）
▽
内
容
＝
①
小
学

生
へ
の
暴
力
防
止
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
中
学
・
高
校
生
へ
の
暴
力
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
▽
対
象
＝
①
小

学
生
の
親
子
②
す
で
に
大
人
の
学

習
会
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

方
▽
定
員
＝
①　

組
②　

人
▽
申

３０

２０

込
方
法
＝
電
話
で
Ｃ
Ａ
Ｐ
た
ん
ぽ

ぽ
�
０
７
０（
５
２
０
０
）５
２
０

９
へ

○
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
参
加
者
募
集

▽
と
き
＝
５
月　

日（
日
）午
前
９

２１

時
〜
（
午
前
８
時　

分
集
合
）
▽

３０

と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
（
ス
カ
イ

ア
リ
ー
ナ
座
間
）
▽
競
技
方
法
＝

リ
ー
グ
（
予
選
）、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
決
勝
）
▽
参
加
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
の
チ
ー
ム
お
よ
び
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
登
録
チ
ー
ム
▽
申

込
方
法
＝
４
月　

日（
日
）ま
で
に

３０

電
話
で
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

�
０
４
６（
２
５
３
）７
０
１
１

（ 
上  
之  
門 
）
へ

う
え 

の 

か
ど

平成１２年度犬の登録・注射会場

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬

が
死
亡
し
た
場
合
や
飼
い
主
が
変

更
し
た
り
引
っ
越
し
を
し
た
場
合

は
、
担
当
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

１
歳
児
の

む
し
歯
予

防
教
室

２
歳
児
歯

科
健
康
診

査育
児
相
談

▽
と
き
＝
５
月　

日（
木
）▽
受
付
時
間
＝
９
時　

分
〜
９
時

１１

３０

　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
む
し
歯
予

４５防
に
つ
い
て
の
実
習
▽
対
象
＝
１
歳
〜
１
歳
１
カ
月
児
▽
持

ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、歯
ブ
ラ
シ
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽
と
き
＝
４
月　

日（
水
）▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
〜
２
時

２６

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
歯
科
健
診
、
予

防
処
置
お
よ
び
栄
養
相
談
な
ど
（
※
予
防
処
置
は
、
希
望
者

の
み
で
有
料
）
▽
対
象
＝
平
成　

年
３
月
生
ま
れ
▽
持
ち
物

１０

＝
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
と
食
事
・
発
育
状
態
・
し
つ
け
に
つ
い
て
の
相
談
▽
持

ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

と　

き

４
月　

日 （
金
）

２１

と
こ
ろ

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

対　
　

象

　

月
生
ま
れ

１１５
月
生
ま
れ

３
月
生
ま
れ

３
〜
５
月
生
ま
れ

６
月
生
ま
れ

１
月
生
ま
れ

と　
　

き

４
月　

日（
月
）

１７

４
月　

日（
水
）

１９

４
月　

日（
金
）

２１
４
月　

日（
火
）

２５

４
月　

日（
水
）

２６

４
月　

日（
金
）

２８

４
月　

日（
木
）

２０

４
月　

日（
月
）

２４

４
月　

日（
木
）

２７

５
月
８
日（
月
）
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